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律
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利
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浩

行

現
存
す
る
吉
蔵

の
著
述
を
調
査
し
た
結
果
、
十
善
戒
、
戒
体
、
及
び

作
戒

・
無
作
戒
に

つ
い
て
興
味
あ
る
記
述

・
主
張
等
・が
み
ら
れ
た
の
で

こ
れ
ら
を
検
討
す
る
。

初
め
に
十
善
戒
に

つ
い
て
検
討
す
る
。

吉
蔵
は

『維
摩
・経
義
疏
』
に
次
の
よ
う
に
説
く
。

持
戒
是
菩
薩
浄
土
菩
薩
成
仏
時
行
十
善
道
満
願
衆
生
来
生
其
国
。
十
善
名
為

旧
戒
。
有
仏
無
仏
常
有
此
法
。

(大
正
三
八
・
九
二
八
下
)

即
ち
、
十
善
を
旧
戒
と
規
定
し
て
い
る
が
、

こ
れ
は
文
中
に
説
明
さ
れ

る
よ
う
に
、
仏
の
有
無
に
拘
ら
ず
衆
生
が
当
然
守
る
べ
き
戒
律
で
あ
る

と
し
て
い
る
。

『百
論
疏
』
に
は
次
の
記
述
が
見
え
る
。

仏
法
有
二
。
一
世
間
教
二
出
世
法
。
若
明
五
戒
招
人
十
善
感
天
故
誠
悪
勧
善

此
世
間
教
也
。

(大
正
四
二
・
二
三
九
中
)

と
、
仏
法
を
世
間

・
出
世
間
と
に
分
別
す
る
と
き
、
十
善
五
戒
を
世
間

教
に
配
し
て
い
る
。
ま
た
、
『
法
華
玄
論
』
に
は

五
戒
因
縁
則
得
人
身
故
説
五
戒
為
人
乗
也
。
但
人
中
鈍
根
短
寿
楽
少
苦
多
。

欲
離
斯
事
当
修
十
善
。
十
善
因
縁
則
招
天
報
為
天
乗
。

(大
正
三
四
・
四
一
八
中
)

と
記
す
。

こ
こ
で
は
、
「
五
戒

・
十
善
」

と
並
び
称
さ
れ
、
五
戒

を
持

つ
こ
と
に
よ
っ
て
、
十
界
申
の
人
界
を
全
う
す

る
こ
と
が
で
き
、
十
善

戒
を
持

つ
こ
と
に
よ
っ
て
天
界
を
全
う
す
る
こ
と
が
で
き
る
と
説
く
。

以
上
、
吉
蔵
の
説
は
、
十
善
戒
を
或
は
世
間
戒

と
捉
え
、
或
は
天
界

の
摂
と
見
な
し
て
い
た
よ
う
で
あ
る
。

吉
蔵
以
前
の
説
を
調
べ
る
。

僧
肇
は

『
註
維
摩
詰
経
』
に

十
善
菩
薩
戒
也
。
亦
有
二無
量
戒
殉
略
挙
レ十
耳
。(大

正
三
八
・
三
三
六
上
)

と
、
十
善
を
菩
薩
戒
で
あ
る
と
し
て
い
る
。

南
北
朝
期
斉
代
文
宣
王
は

『浄
住
子
浄
行
法
門
』
に
、

第

一

翻
邦
三
帰

第
二

五
戒
三
帰

第
三

八
戒
三
帰

第
四

十
戒

第
五

具
戒

第
六

十
善
戒

第
七

大
菩
薩
戒

(『広
弘
明
集
』
所
収
、
大
正
五
二
…
三
一
六
上
)
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と
記
し
て
い
る
。
こ
こ
で
、
文
宣
王
は
諸
戒
を
第

一
翻
邪
三
帰
よ
り
、

第
七
大
菩
薩
戒
に
分
別
す
る
中
、
十
善
戒
を
第

六
に
位
置

づ
け
て

い

る
。
必
ず

し
も
諸
戒
の
優
劣
を
第

一
よ
り
順
に
述
べ
た
も
の
と
は
断
定

で
き
な
い
が
、
第

一
の
翻
邪
三
帰
よ
り
第
五
の
具
足
戒
迄
を
小
乗
戒
、

第
六
の
十
善
戒
及
び
第
七
の
大
菩
薩
戒
を
大
乗
戒
と
見
る
こ
と
は
可
能

で
あ
る
。

と
す
れ
ば
、
十
善
戒
は
第
七
の
大
菩
薩
戒
に
対
し
て
、
小
菩
薩
戒
と

も
云
う
べ
き
他
位
が
与
え
ら
れ
て
い
た
こ
と
に
な
る
。

ま
た
、

こ
の
資
料
申
留
意
す
べ
き
は
、
五
戒
は
第
二
、
十
善
は
第
六

に
と
隔
離

さ
れ
て
説
か
れ
て
い
る
の
に
対
し
、
先
に
示
し
た
よ
う
に
吉

蔵
の
所
説
に
お
い
て
は
、
五
戒
と
十
善
が
近
接
し
て
説
か
れ
て
い
る
こ

と
で
あ
る
。

と
も
あ
れ
、
当
初
上
位
に
置
か
れ
た
十
善
は
、
梁
代
法
雲

の

『法
華

経
義
記
』
以
後

一
変
す
る
。

五
戒
十
善
小
機
不
応

一
乗
大
教

(大
正
三
三

…
六
三
六
上
)

こ
の
文
は
、
法
華
経
信
解
品
長
者
窮
子
響
の
窮
子
を
注
釈
し
た
も
の

で
あ
る
が
、

こ
て
で
法
雲
は

一
乗
大
教
に
対
し
て
窮
子
を
五
戒
十
善

の

小
機
と
判

じ
た
の
で
あ
る
。

こ
れ
以
後
、
五
戒
十
善
は
低
位
に
配
さ
れ
る
様
に
な
る
。

恵
思
は

『
諸
法
無
謬
三
昧
法
門
』
に

十
善
有
漏
禅
生
天
…
…
不
捨
世
間
十
善
行
…
…
善
法
者
。
有
二
種
。

一
者
有

漏
十
善
道
。
及
有
漏
四
禅
四
空
定
。
是
世
間
善
法
。
二
者
出
世
間
善
。
無
漏

四
禅
四
空
定
四
四
定
滅
受
想
定
三
十
七
品
。
是
出

一世
間
禅
法
。

(大
正
六
三
七
下

・
六
三
八
中
)

と
、
善
法
を
世
間

・
出
世
間
と
に
分
別
す
る
時
、
十
善
を
世
間
法
に
配

し
て
い
る
。

ま
た
、
智
顕
は

『法
華
文
句
』
に

五
戒
十
善
止
出
三
二
途
↓
今
四
諦
十
二
因
縁
能
出
二
生
死
殉

(大
正
三
四

…
昧
四
下
)

と
記
し
て
、
五
戒
十
善
を
十
界
中
人
界
以
下
に
配
し
て
い
る
。

先
に
検
討
し
た
、
僧
肇
の
十
善

・
菩
薩
戒
説
、

或
は
文
宣
王
の
十
善

重
視
説
と
較
べ
る
時
、

そ
の
取
り
扱
い
に
変
化
が
あ
っ
た

こ
と
は
確
か

で
あ
る
。

更
に
、
吉
蔵
の
所
説
を
検
討
す
る
。

『
法
華
玄
論
』
に
は

一
者
五
戒
十
善
以
善
以
浄
三
途
。
二
者
説
四
諦
十
二
因
縁
以
浄
三
界
。

(大
正
三
四

・
三
六
五
下
)

と
の
説
が
み
え
る
。

五
戒
十
善
を
十
界
中
低
位
に
配
し
て
い
る
こ
と
、
ま
た
、
先
に
記
し

た
智
顕
の

『
法
華
文
句
』
申
の
記
述
に
極
似
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
吉

蔵
は
智
顎
に
依

っ
た
か
、
と
も
考
え
ら
れ
る
。

し
か
し
、

こ
の
よ
う
な
疑
問
は
次
に
示
す
吉
蔵
の
記
述
に
よ

っ
て
氷

解
す
る
。

旧
諸
師
云
。
釈
迦

一
化
現
形
致
教
。
不
出
二
途
。

一
是
世
教
。
二
是
出
世

吉
蔵
の
戒
律
観

(利
根
川
)
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吉
蔵
の
戒
律
観
 
(利
根
川
)

教
。
明
世
教
有
三
種
。

一
者
三
帰
。
二
者
五
戒
。
三
者
十
善
也
。
…
…

(『弥
勒
経
遊
意
』
大
正
三
八
・
二
六
九
上
)

即
ち
、
三
帰
・

五
戒

・
十
善
を
世
間
戒
と
し
て
低
位
に
置
く
こ
と
は
、

吉
蔵

・
智
顕
独
自
の
所
説
で
は
な
く
、
当
時
仏
教
界

の
常
識
で
あ

っ
た

と
思
わ
れ
る
。

吉
蔵
の
著
述
に

『
大
品
経
義
疏
』
が
あ
る
。
所
謂
る
般
若
経
典
類
に

は
十
善
を
六
波
羅
蜜
中
、
戒
波
羅
蜜

の
内
容
と
み
な
し
て
こ
れ
を
重
視

し
て
い
る
。

こ
れ
に
対
し
て
吉
蔵
は
ど
の
よ
う
に
注
釈
し
た
か
。

問
今
無
二菩
薩
一時
亦
有
二天
人
及
十
善
五
戒
等
鱒云
何
皆
由
二菩
薩
一耶
答
有
レ

二
二
十

一
戒
就
清
浄
方
便
作
二人
王
天
王
一或
在
家
出
家
作
二外
道
一故
説
二十

善
五
戒

一二
者
敗
性
菩
薩
不
堪
衆
生
治
レ十
治
レ百
亦
説
十
善
五
戒

(頭
注
二
十
一
戒

一
作
世
成
或
作
共
成

卍
続
一
…
三
八
…
一
…
二
六
圧
)

原
本
不
備

の
た
め
正
し
い
理
解
は
不
能
で
あ
る
が
、
或
は
方
便
の
た
め

に
、
或
は
敗
性
の
菩
薩
の
受
持
す
べ
き
戒
と
し
て
十
善
は
語
ら
れ
て
お

り
、
吉
蔵
は
、

一
種
の
弁
明
を
し
て
い
る
よ
う
で
あ
る
。

次
に
戒
体
に

つ
い
て
検
討
す
る
。

吉
蔵
は

『
法
華
義
疏
』
に
次

の
よ
う
に
説
く
。

(1)
問
戒
以
何
為
体
。
答
毘
曇
以
色
為
体
。
成
論
非
色
非
心
為
体
。
響
喩
僧
祇

明
離
思
無
報
因
離
受
無
報
果
。
故
以
心
為
戒
体
。
今
明
大
乗
適
縁
所
宜
無

有
定
執
。
若
有
定
執
即
成
諄
論
趣
向
閾
提
。

(大
正
三
四
・
四
七
四
下
)

ヲ

ス
ニ

即
ち
、
「
今
大
乗
明
…
…
」
以
前
に
小
乗
各
部
の
戒
体
説

を
紹
介

し
、

バ

シ
キ

ニ

イ

大
乗
は
「
縁
宜

所
適
…
…
」
と
述

べ
て
或
は
色
、
或

は
心
、
或

は
非

色
非
心
の
戒
体
に
固
執
す
べ
き
で
な
い
と
主
張
す
る
。

ま
た
、
『百
論
疏
』
に
は
、

(2)
釈
戒
体
亦
有
三
。
数
人
以
無
作
色
為
体
。
論
人
非
色
非
心
無
作
為
体
。
響

喩
部
云
。
離
思
無
報
因
離
受
無
報
果
。
此
明
無
無
作
義
。
但
以
心
為
戒

体
。
今
此
文
但
出
得
戒
因
縁
不
別
明
其
体
。
当
時
是
適
縁
為
用
也
。

(大
正
四
二
・
二
五
六
上
)

と
説
く
。

に
示
し
た

『
法
華
義
疏
』
中
の
戒
体
説
と
近
似
し
て
い
る

が
、

に
「
毘
曇
以
色
為
体
」
と
述
べ
る
所
を
「
数
人
以
無
作

色
為

体
」
と
云
い
、
同
じ
く
「
成
論
非
色
非
心
為
体
」
を
「
論
人
非
色
非
心

無
作
為
体
」
と
述

べ
、
「
無
作
」

の
語
を
付
け
加

え
て
い
る
点

に
相
違

が
あ
る
。
ま
た
、
響
喩
部

の
戒
体
説
を
述
べ
る
時
、
わ
ざ
わ
ざ
「
此
明

無
無
作
義
」

と
説
い
て
い
る
こ
と
は
、
戒
体
に

つ
い
て
無
作

の
語
が
密

接
に
関
連
し
て
い
る
こ
と
を
示
し
て
い
る
。
ま
た
、
両
書
に
共
通
し
て

見
え
る
「
適
縁
」
即
ち
「
縁
に
し
た
が

っ
て
」
、
と
説

い
て

一
つ
の
戒

体
説
に
執
着
す
べ
か
ら
ず
と
は
、
吉
蔵

の
強
く
主
張
す
る
所
と
思
わ
れ

る
。更

に
、
吉
蔵
は

『
勝
量
宝
窟
』
に

(3)
第
四
戒
体
相
門
。
毘
曇
以
色
聚
為
体
。
成
実
用
非
色
非
心
為
体
。
響
喩
部

以
心
為
体
。
理
路
云
。
一
切
菩
薩
凡
聖
戒
。
尽
以
心
為
体
。
心
若
尽
者
戒

則
尽
。
心
無
尽
故
戒
無
尽
。
故
六
道
得
受
戒
。
但
解
語
而
受
得
不
失
。
若

依
理
路
別
明
三
戒
体
者
。
摂
律
儀
戒
。
謂
十
波
羅
密
。
摂
衆
生
戒
。
謂
慈
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悲
喜
捨
。
摂
善
法
戒
。
所
謂
八
万
四
千
法
門
。

(大
正
三
七

・
一
二
上
)

と
、
述
べ
る
。

・

に
示
し
た
吉
蔵
の
所
説
と
異
な
る
点
は
、
所
謂

る
大
乗
戒
を
説
く

『婆
路
経
』
所
説
の
心
法
戒
体
説
を
引
用
し
て
い
る

こ
と
で
あ
る
。

以
上
、
吉
蔵
の
戒
体
説

の
既
略
を
記
し
た
。

以
下
、
同
時
代
を
生
き
た
吉
蔵
と
智
顎
の
戒
体
説
に

つ
い
て
比
較
検

討
す
る
。

智
顕
は

『
次
第
禅
門
』
に

(イ)
正
明
戒
之
体
相
者
。
有
二
種
教
門
不
同
。
若
小
乗
教
。
弁
戒
是
無
作
善

法
。
受
戒
因
縁
具
足
。
若
発
得
無
作
戒
。
爾
後
睡
眠
入
定
。
此
善
任
運
自

生
。
不
須
身
口
意
造
作
。
以
無
作
正
為
戒
体
若
薩
婆
多
人
。
解
無
作
戒
。

是
無
表
色
不
可
見
無
対
。
若
曇
無
徳
人
。
明
無
作
戒
。
是
第
三
聚
非
色
非

心
法
。
諸
部
既
異
。
錐
不
可
偏
執
。
約
小
乗
教
門
。
終
是
無
作
為
戒
体
。

其
義
不
差
。
若
大
乗
教
門
中
。
説
戒
従
心
起
。
即
以
善
心
為
戒
体
。
此
義

如
理
絡
経
説
。
有
師
言
。
摩
詞
僧
舐
部
人
云
。
無
作
戒
是
心
法
。

(大
正
四
六
・
四
八
四
中
)

と
説
き
、
『
摩
詞
止
観
』
に
は

(ロ)
小
乗
明
レ義
無
作
戒
即
是
第
三
聚
。
大
乗
中
法
鼓
経
。
但
明
二色
心
一無
二第

三
聚
幻
心
無
尽
故
戒
亦
無
尽
。

(大
正
四
六
・
三
六
中
)

更
に
、
『
菩
薩
戒
義
疏
』
に
は

(ハ)
戒
体
者
。
不
起
而
己
起
即
性
無
作
仮
色
。

(大
正
四
〇

…
五
六
五
下
)

等
と
戒
体
を
説
く
。

智
顎

で
は
、
小
乗
各
派
は
無
作
を
戒
体
と
し
、
そ
の
無
作
が
色
法

で
あ
る
か
、
心
法
で
あ
る
か
、
或
は
非
色
非
心
法

で
あ
る
か
の
相
違
が

あ
る
、
と
説
く
。

で
は
、
小
乗

の
無
作
戒

と

は
第
三
聚

(非
色
非
心

法
)
で
あ
り
、
大
乗
に
は
非
色
非
心
法
説
は
な
く
、
法
鼓
経
に
説

く
様

に
色

・
心
二
法
が
あ
る
の
み
と
す
る
。
(但
し
、
以
下
に
「
心
無
尽
故
戒
亦

無
尽
」
と
理
路
経
の
心
法
戒
体
説
を
述
べ
て
、
大
乗
色
法
戒
体
説
に
は
触
れ
な

い
。)智

顕

説
は
、

で
小
乗
の
戒
体
な
り
と
し
た
無
作
説
を
主
張
し

て
お
り
、
近
年
、
智
顕
の
親
撰
に
非
ず
と
の
説
も
あ
り
、
本
論
の
検
討

対
象
か
ら
除
外
す
る
。

吉
薩
の

説
と
智
顕
の

説
と
を
検
討
す
る
。

(2)
数
人
以
無
作
色
為
体
。

(3)
薩
婆
多
人
。
解
無
作
戒
。
是
無
表
色
不
可
見
無
対
。

(2)
論
人
非
色
非
心
無
作
為
体
。

(イ)
曇
無
徳
人
。
明
無
作
戒
。
是
第
三
聚
非
色
非
心
法
。

(2)
警
喩
部
云
。
…
…
此
明
無
無
作
義
。
但
以
心
為
体
。
今
此
文
但
出
得
戒
因

縁
不
別
明
其
体
。

(イ)
有
師
言
。
摩
詞
僧
舐
部
人
云
。
無
作
戒
是
心
法
。

(3)
理
路
云
。
一
切
菩
薩
凡
聖
戒
。
尽
以
心
為
体
。

(イ)
大
乗
教
門
申
。
説
戒
従
心
起
。
即
以
善
心
為
戒
体
。
此
義
如
瑛
路
経
説
。

以
上
の
様
に
、
吉
蔵
と
智
顕
の
戒
体
説
は
殆
ん
ど

一
致
す
る
。
但
し
、

吉
蔵
の
戒
律
観
 (利
根
川
)
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三
番
目
に
比
較
し
た
イ
ン
ド
部
派
中
、
心
法
説
を
取

る
部

の
説
に
混

乱

・
相
違
が
あ
る
。
即
ち
、
吉
蔵

の
文

に
は
、
「
馨
喩
部

は
…
…
無
作

の
義
無
き
を
明
か
し
て
い
る
が
、
心
を
戒
体
と
す
る
。
今
の
此
の
文
は

…
…
其
の
体
を
明
か
し
て
い
る
の
で
は
な
い
。
」
と
文
脈

に
混
乱
が
見

ら
れ
、
智
顕
は
、
色

…
非
色
非
心
法
説
を
説

い
た
後
、
付
け
加
え
る
形

で
「
有
る
師
云
く
。
…
…
」
と
イ
ン
ド
仏
教
中
、
心
法
戒
体
説
を
取
る

説
を
紹
介
し
て
お
り
、
し
か
も
、
吉
蔵
が
「
無
作
義
無
き
を
明
か
す
」

と
述
べ
て

い
る
の
に
対
し
「
無
作
戒
は
心
法
な
り
」
と
述
べ
て
両
者
の

文
に
相
違
が
あ
る
。

し
か
し
な
が
ら
、

こ
れ
ら
両
者
の
文
の
相
違
は
、
逆
に
、
智
顎

・
吉

蔵
当
時
の
中
国
仏
教
界
に
お
い
て
、
イ
ン
ド
仏
教
諸
部
派
中
、
色
法
及

び
非
色
非
心
法
戒
体
説
を
取
る
部
派
に

つ
い
て
は
問
題
は
な
か

っ
た

が
、

心
法
戒
体
説
に
つ
い
て
は
諸
説
が
存
在
し
た
の
で
は
な
い
か
、
と

云
う

こ
と
を
示
唆
し
て
い
る
…様
に
も
思
え
る
。

次
に
、
吉
蔵
自
身
の
戒
体
説
に
つ
い
て
検
討

す

る
。
近
年

の
学
者

が
、
吉
蔵
と
智
顕
の
戒
体
説
に
次
の
様
に
論
じ
て
い
る
。

吉
蔵
(3)
説
に
対
し
て
、
佐
藤
達
玄
氏
は
、

吉
蔵
も
「
屡
狢
経
」
に
よ
っ
て
、
「無
尽
の
心
」
を
三
聚
浄
戒
の
戒
体
と
み

て
い
た
と
い
え
よ
う
。

(
「吉
蔵
と
大
乗
戒
」
、印
仏
三
〇
1

一
)

智
顎

(イ)
説

に
、
多
田
孝
正
氏
は

こ
こ
で
智
顎
は
別
に
取
捨
撰
択
や
傷
劣
の
判
定
を
し
て
い
る
訳
で
は
な
い
こ

と
は
最
後
の
「
有
師
云
…
…
」
を
見
て
も
判
然
と
し
て
い
る
の
で
あ
る
。

(
「性
無
作
仮
色
と
願
」
印
仏
二
四

二
)

と
論
じ
て
い
る
。

先
に
、
智
顕
説
を
論
じ
た
多
田
氏
の
説
に

つ
い
て
検
討
す
る
。

氏
は

説
を
、
「
…
…
優
劣
の
判
定
を
し
て
い
る
訳
で
は
な
い
…
…
」

と
述
べ
ら
れ
る
が
、
中
国
仏
教
に
お
い
て
、
「
大
乗

・
小
乗
」

と
云
う

時
、
既
に
、
大
乗
は
優
、

小
乗
は
劣
と
云
う
意
識

が
あ

っ
た
の
で
は
な

い
か
と
云
う
疑
問
も

一
方
に
あ
る
。

一
方
、
佐
藤
氏
の
説
も
、
吉
蔵
の
戒
体
説
で
は
な
く
、
吉
蔵

の
説
く

屡
路
経
心
法
戒
体
説
を
三
聚
浄
戒
説
に
か
ら
め
て
説

い
て
お
り
、
吉
蔵

独
自
の
戒
体
説
に
は
言
及
し
て
い
な
い
。

と
も
あ
れ
智
顕

の
弟
子
、
音
安
は

『
観
心
論
疏
』
に

…
…
次
為
小
根
小
行
制
戒
。
則
説
二
百
五
十
戒
。
或
止
防
七
支
作
法
発
無
作

戒
。
…
…

(大
正
四
六

…
五
九
二
下
)

と
説
い
て
、
大

…
小
乗
に
優
劣
を
判
じ
、
小
乗
無
作
戒
を
劣
位
に
配
し

て
い
る
こ
と
は
明
白
で
あ
る
。

最
後
に
、
吉
蔵
が

『
勝
髭
宝
窟
』
に
説
く
戒
論

の
不
審
に
つ
い
て
述

べ
る
。

第
六
作
無
作
門
…
…
作
即
誓
心
。
無
作
即
是
従
心
生
戒
遠
至
菩
提
。
小
乗
正

以
無
作
為
体
。
…
…
大
士
即
両
取
。

(
大
正
三
七

・
二

一
上
)

と
、
小
乗
は
無
作
を
体
、
菩
薩
は
作
無
作
共
に
体
と
す
る
と
云
う
。
作

と
は
作
法
受
得
戒
の
こ
と
と
思
う
が
、

こ
れ
を
軽
視
し
た
例
は
見
ら
れ

ず
、
不
審
の
説
で
あ
る
。
後
学
を
要
す
る
。

(大
正
大
学
助
手
)
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